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北九州市太陽光発電の環境配慮ガイドライン 

チェックシート 

  令和 2 年 4 月から、出力 30MW 以上の大規模な太陽光発電事業が、環境影響評価法の対象事業として

追加されました。また、面積が 50ha 以上の太陽光発電事業は北九州市環境影響評価条例の対象事業にな

っています。  

  「北九州市太陽光発電の環境配慮ガイドライン」（以下「本編」という。）は、環境影響評価法や北九州市

環境影響評価条例の対象とならない、より規模の小さい事業用太陽光発電施設の設置＊に際して、立地検

討・設計段階において、発電事業者を始め、太陽光発電施設の設置・運用に関わる様々な立場の方が、環境

面での課題に気付くことを支援し、発電事業者等における自主的な環境配慮の取組を促すものです。  

本シートは、太陽光発電施設の設置に伴い考えられる環境影響や、必要な取組等を端的に把握できるよ

う、本編に記載している「地域とのコミュニケーションに関するチェックリスト」と、項目ごとの「影響の

検討に関するチェックリスト」及び「対策に関するチェックリスト」を中心に構成しています。本シートで

環境配慮の全体的な流れを把握したら、本編の解説をしっかり確認しながら、事前の環境配慮をお願いいた

します。  

 ＊建築物の屋根、壁面又は屋上に設置するものは、本チェックシートの対象外です。  

太陽光発電施設は様々な場所に設置することが可能ですが、事業の内容、立地場所や

周辺環境によって、配慮すべき事項が異なります。従って、本シートでは、実施が求め

られる事項を下記のように分けて記載します。 

太文字：事業規模等を問わず、基本的に実施が求められる事項 

  その他：事業規模や地域の状況に応じて、実施が求められる事項 

 

 

 

 1. 環境配慮に係る地域とのコミュニケーション  －円滑に事業を進めるために取り組みましょう－  

1.1 北九州市に対する地域の実情や必要な事項の確認（本編 6 ページ）  

 
1.2 地域住民等に対する事業予定の周知と事業計画案の説明 （本編 9 ページ）  

取組の例 
太文字：事業規模等を問わず、基本的に実施が求められる事項 

その他：事業規模や地域の状況に応じて、実施が求められる事項 

実施したか 

(〇/×) 

実施しない場合

その理由 

事

業

予

定

の

周

知 

立地検討段階で、北九州市からの助言等を踏まえ、適切な範囲の地域

住民等に対し、太陽光発電施設の設置を計画していることを周知す

る。  

    

事業予定の周知の機会に、地域住民等から、土地や周辺環境の状況に

ついての情報や、計画に関する懸念事項等を聞き取る。  
    

事

業

計

画

案

の

説

明 

事業計画認定申請前の設計案を検討している段階で、北九州市からの

助言を踏まえ、適切な範囲の地域住民等に対し、事業の概要や環境配

慮の取組等を含めた事業計画案の説明を行い、意見を聞き取る。  
    

事業計画案の説明等を通じて地域住民等から寄せられた意見に対し、

それらを勘案して採用する対策について、回覧板等を通じて地域住民

等へ知らせる。  

    

 
1.3 地域住民等への説明結果等の記録（本編 12 ページ）  

取組の例 
太文字：事業規模等を問わず、基本的に実施が求められる事項 

その他：事業規模や地域の状況に応じて、実施が求められる事項 

実施したか 

(〇/×) 

実施しない場合

その理由 

地域住民等へ説明を行った場合は、その日時、対象地域や対象者、説明

を行った場所や説明資料、質疑応答の状況を記録する。  

説明会を開催した場合は、出席者数も併せて記録する。 

    

チェックリストの記入者 

発電所名：                  所在地 ： 

事業者 ：                  所在地 ： 

担当者 ：                  連絡先 ： 

取組の例 
太文字：事業規模等を問わず、基本的に実施が求められる事項 

その他：事業規模や地域の状況に応じて、実施が求められる事項  

実施したか 

(〇/×) 

実施しない場合

その理由 

立地検討段階で北九州市の担当窓口に対し、太陽光発電施設の設置を計

画していることを伝える。  
    

地域の実情を把握するため、太陽光発電施設の設置計画について周知や

説明をすべき地域住民等の範囲や、地域における環境に関する事項等に

ついて、北九州市に相談する。  

    

各種法令・条例等に基づく規制等について、必要な事項を北九州市に確

認する。  
    

北九州市環境局環境監視部環境監視課 

〒803-8501 北九州市小倉北区城内 1-1  

TEL：093-582-2290 FAX：093-582-2196 

HP：https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kankyou/00600379.html 

令和 2 年 3 月発行、令和２年１１月改訂 
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２. 設計段階の環境配慮のポイント  －事業の計画・設計段階で配慮すべき事項と、必要な対策について検討しましょう－  

2.1 環境影響の確認、対策の必要性の検討 

 

 

  

どのような場所で、どのような内容の太陽光発電事業を検討していますか？ 下記のいずれかに該当しますか？ 対策の必要性を検討します。 

①切土・盛土を含む土地

造成を行なう。 

１ 土地の安定性 （→17 ページ） 

調査・検討が不十分だと、法面の崩壊等が起きる

おそれがあります。 

２ 濁水 （→21 ページ） 
降雨時に濁水が事業区域外に流れ出て、農地や住

宅地等に流れ込む可能性があります。 
また、河川等に排水する場合、水の濁りが問題に

なる可能性があります。 

３ 騒音 （→24 ページ） 
パワーコンディショナ等から発生する騒音が問題と

なる可能性があります。 

４ 反射光 （→27 ページ） 
太陽光パネルによる反射光がまぶしいとして問題

となる可能性があります。 

②自然斜面を利用して設

置する。 

③森林を伐採する。 

④近くに住宅や学校、病

院等がある。 

⓹近くに高速道路や国

道、空港等がある。 

５ 工事に関する粉じん等、騒音・振動 

（→31 ページ） 
建設機械の稼働や工事用車両の走行により、粉じ

ん等（土ぼこりなど）や騒音・振動が発生し、事

業区域周辺や走行ルート沿道の環境に影響を及ぼ

す可能性があります。 

１ 土地の安定性 

✓切土・盛土を行う場合で、法面が特に大き

いなど、本編 17 ページに示す条件のいず

れかに該当する。 

✓自然斜面に設置する。 

✓ 森林を伐採する（平地除く）。 

２ 濁水 

✓上記「１ 土地の安定性」の条件に該当する。 

✓森林を伐採する（平地を含む）。 

✓排水先の下流に、漁業権が設定されていた

り、飲用水や農業用水等としての利水が行わ

れている。 

４ 反射光 
✓見通せる範囲に、住宅等の「まぶしさ」を懸

念する建物・施設等があり、下記の条件に該

当する。 

・設置場所の北側に高い建物がある 

・斜面地へのパネル設置で、南側に近接して住

宅等がある 

・東側又は西側が大きく拓けている土地に太陽

光発電施設を設置する 

５ 工事に関する粉じん等、騒音・振動 
✓近隣に住宅等がある場所で、造成工事を実施

する。 

✓工事用車両の主な走行ルート沿いに住宅等が

ある。 

後述の 2.2 に示す対策を講じてく

ださい。 

後述の 2.2

に示す対策

を講じてく

ださい。 

３ 騒音 
✓騒音の影響に配慮すべき住宅等に近接した位

置に、パワーコンディショナ等を設置する。 

 

後述の 2.2

に示す対

策を講じて

ください。 

必要に応じて専門家に相談するな

どし、後述の 2.2 に示す対策を講

じてください。 

必要に応じて専門家に相談するなど

し、後述の 2.2 に示す対策を講じて

ください。 

✓本編 25 ページ

に示す方法で騒

音レベルを計算

し、影響の程度

を確認してくだ

さい。 

✓販売・施工店等

に依頼するなど

して、反射光の

シミュレーショ

ンを行ってくだ

さい。 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 

 該当する場合✓ 
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注）上に示す事項以外にも、地域とのコミュニケーションを図る中で、配慮すべき事項が明らかになることが考えられます。その場合は、環境省や経済産業省の環境アセスメント関連のウェブサイトや北九州市の環境影

響評価に関する技術指針等を参考に、影響の程度や対策の検討を行
 
いましょう。  

どのような場所で、どのような内容の太陽光発電事業を検討していますか？ 下記のいずれかに該当しますか？ 

⑬事業区域内又は隣接し

て、キャンプ場、海水浴

場、公園、登山道、遊歩

道、自転車道等、人と自

然との触れ合いの活動の

場がある。 

後述の 2.2 に示す対策を講じてくだ

さい。 

対策の必要性を検討します。 

⑨周囲に眺望が良いとさ

れる道路がある。 

 

⑩森林や草地などの造成

されていない土地に設置

する。 

 

⑪水面に設置する。 

 

⑫近くに湧水がある。 

 

⑥山の尾根線上や丘陵

地、高台に設置する。 

 

⑦周囲に史跡や名勝等、

歴史的・文化的な景観又

は良好な自然環境があ

る。 

⑧周囲に展望台や峠など見

晴らしの良い場所がある。 

 

６ 景観 （→34 ページ） 
良好な景観が変わってしまう、見えなくなるなど

として問題となる可能性があります。 

７ 動物・植物・生態系 （→38 ページ） 
重要な動植物が生息・生育する場所が消失・縮小

したり、環境が変わって影響を与えてしまう可能

性があります。 

８ 自然との触れ合いの活動の場 （→42 ペー

ジ） 
自然との触れ合いの活動の場が消失・縮小した

り、それらの快適性・利用性に影響を及ぼす可能

性があります。 

６ 景観 
✓事業区域の周辺に、展望地や展望台、眺望の

良い峠、野外レクリエーション地や観光道路

上で眺望の良い場所等の主要な眺望点があ

る。 

✓事業区域の周辺に、名勝、重要文化的景観、

文化遺産・自然遺産、国立公園等の自然公

園、国・福岡県・北九州市の定める景観資源

等がある。 

７ 動物・植物・生態系 
✓事業区域やその周辺が、重要な動植物の生

息・生育地として国、福岡県、北九州市の資

料等に記載されている。 

✓地域とのコミュニケーションにおいて、北九

州市や、地域の自然環境の状況に詳しい専門

家から、事業区域やその周辺における重要な

動植物の生息、生育地に関する情報提供があ

った。 

８ 自然との触れ合いの活動の場 
✓工事の実施が、自然との触れ合いの活動の場

に影響を及ぼす。 

✓太陽光発電施設の存在が、自然との触れ合い

の活動の場に影響を及ぼす。 

✓主要な眺望点か

ら景観資源を撮

影した写真に、

施設設置後の事

業区域を図示し

たり、フォトモ

ンタージュを作

成して、景観の

変化の程度を確

認してくださ

い。 

後述の 2.2

に示す対策

を講じてく

ださい。 

必要に応じて専門家に相談するな

どし、後述の 2.2 に示す対策を講

じてください。 

  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 
  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 

  該当する場合✓ 
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.2.2 対策の検討 
※なお、地域の状況等に応じ、下記に示す例の他にも講ずべき対策が生じた場合には、適切に対応することが必要です。 

  

  
3. 施設設置後の環境配慮  －施設設置後の維持管理等も検討しましょう－ （本編 44 ページ）  

 

項目 

対策の必要性 
（2.1 で該当す

る場合、✔） 

対策の例 
太文字：事業規模等を問わず、基本的に実施が求められる事項 

その他：事業規模や地域の状況に応じて、実施が求められる事項  

対策の 

採用 

(〇/×) 

不採用の場合

その理由  

 1   
土地の 

安定性  

  （切土又は盛土を行う場合）法面の安定性の検討を十分に行っ
た上で、安定化が図れる勾配や工法を決定する。  

    

地表水や地下水の状況等を踏まえ、適切な排水計画を採用す
る。  

    

工事中の土地の安定性を確保するため、地域の気象、地形、地
質等を考慮し、適切に工事を行う。      

対策を検討するに当たり、発電事業者や設計者、施工者におい
て技術的判断が難しい場合は、専門家に相談する。  

    

 2   
濁水  

  降雨時に事業区域外へ濁水が流出することのないよう、適切な
排水計画を採用する。  

    

洗堀や雨裂による土砂流出・濁水の発生を防止するため、法面
保護工を行うなど、土砂流出・濁水発生防止策を講ずる。  

    

（排水先下流に漁業権の設定や飲用水等としての利水がある場
合）施工に際して、仮設沈砂池や濁水処理施設等（簡易的なフ
ィルター等を含む）を設置する。  

    

工事中の降雨等による濁水の発生を低減するため、地域の気
象、地形、地質等を考慮し、適切に工事を行う。      

対策を検討するに当たり、発電事業者や設計者、施工者におい
て技術的判断が難しい場合は、専門家に相談する。  

    

 3   
騒音  

  パワーコンディショナ等の設置場所を調整する。      

パワーコンディショナ等に囲いを設ける、住宅等との境界部に
壁を設置する等の防音対策を講ずる。  

    

 4   
反射光  

  アレイの向きを調整する。      

アレイの配置を調整する。      

太陽光の反射を抑えた防眩（ぼうげん）仕様のパネルを採用す
る。  

    

住宅等との境界部にフェンス等を設置する、又は植栽を施す。      

 5   
工事に関

する粉じ

ん等、 

騒 音 ・

振 動   

  同時に多数の建設機械が稼働したり工事用車両が走行したりし
ないよう、できる限り工事計画を調整する。  

    

強風時の作業を控える、騒音を抑えた工法を採用するなど、作
業時期や時間帯、工法について配慮する。      

工事用車両の走行は、周辺への影響が比較的小さいルートや時
間帯とするとともに、適切な速度で走行するよう徹底する。      

造成工事に伴う粉じん等を抑制するため、事業区域内や工事用
道路に散水を行うなどの配慮をする。  

    

工事用車両はタイヤ洗浄を行い、粉じん等の発生を抑制すると
ともに、泥で周辺道路等を汚すことのないよう配慮する。  

    

事業区域の周囲に仮囲いを設置し、粉じん等や騒音の低減に努
める。  

    

使用する建設機械は、低騒音・低振動型のものを採用する。      

 6   
景観  

  アレイの高さは、周辺景観との調和に配慮したものとする。      

周辺景観との調和に配慮してアレイを配置する。      

項目  

対策の必要性 
（2.1 で該当

する場合、

✔）  

対策の例 
太文字：事業規模等を問わず、基本的に実施が求められる事項 

その他：事業規模や地域の状況に応じて、実施が求められる事項  

対策の 

採用 

(〇/×) 

不採用の場合

その理由  

 6   
景観  
（続き）  

  敷地境界から距離（バッファーゾーン）をとってアレイを配置

する。  
    

敷地境界周辺に植栽を施す。又は周辺部の森林を残す。      

周辺景観との調和に配慮した太陽光パネルや付帯設備等の色彩

とする。  
    

既存の太陽光発電設備がある場合には、既存設備と新設設備を

同系色にする。  
    

 7   
動物・ 

植物・ 

生態系  

  事業区域内又は周辺に重要な動植物の生息・生育地がある場

合は、対策を検討するに当たり、専門家に相談する。 

    

事業区域内又は周辺に重要な動植物の生息・生育地がある場

合は、その改変を避ける、又は改変面積をできる限り小さく

する。 

    

事業区域内又は周辺に重要な動植物の生息・生育地がある場

合は、それらの場所への土砂流入を防止するとともに、みだ

りに侵入し踏み荒らしたりしないようにする。 

    

植栽に用いる樹木等は、その地域の在来種とするよう配慮す

る。 
    

重要な動物の繁殖期など特に配慮が必要な時期においては、影

響を及ぼさないように、工事の時期を調整する（大きな騒音が

生じる工事の回避等）。 

    

 8   
自然との

触れ合い

の活動の

場  

  事業区域内に自然との触れ合いの活動の場の改変面積をでき

る限り小さくする。  
    

隣接する自然との触れ合いの活動の場へ、造成工事に伴う土

ぼこり、建設機械や工事用車両による騒音・振動の影響が及

ばないように配慮する。  

    

太陽光発電施設の稼働時において、隣接する自然との触れ合い

の活動の場に対して影響を及ぼさないように、適切に維持管理

する。  

    

上記の他に、採用する

対策があれば記載して

ください。  

対策の内容   

  

  

 

取組の例 
太文字：事業規模等を問わず、基本的に実施が求められる事項 

その他：事業規模や地域の状況に応じて、実施が求められる事項  

実施した

か  

(〇/×)  

実施しない場合

その理由  

検討した環境配慮の対策について定期的に状態を確認するなど、適切な維持管理計

画及び体制を検討する。  
    

施設の稼働に伴い、周辺の環境に影響を及ぼす状況が発生したときに、適切な対策

を直ちに講ずることができるよう、外部から見えやすい場所に連絡先を明示する。

（FIT 法施行規則において標識の掲示義務有り）  
    

廃棄物処理法等の関係法令や、既存のガイドライン等を確認し、事業終了後におけ

る適切な撤去・処分について計画を検討する。  
    


